
 

 

 

 

 

 

 

 

 

公立病院経営強化プランの策定について 

（豊能二次医療圏） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料５－２（別添） 

【病院一覧】 

・市立池田病院 

・箕面市立病院 

・市立吹田市民病院 



令
和

５
年

1
2

月
2
8

日
 

時
点

 

市
立

池
田

病
院

 
経

営
強

化
プ

ラ
ン

 
【

概
要

】

 

    

          ２
．

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

に
お

け
る

重
点

項
目

 

                 

 

  

 

     

１
.策

定
の

目
的

・
対

象
期

間
 

■
策

定
の

目
的

 
基

本
理

念
で

あ
る

「
創

意
に

富
み

 思
い

や
り

の
あ

る
「

信
頼

さ
れ

る
病

院
」

を
め

ざ
し

て
」、

質
の

高
い

医
療

と
地

域
を

守
る

持
続

可
能

な
地

域
医

療
提

供
体

制
の

構
築

を
目

指
す

。
 

 

④
 

災
害

時
 

医
療

 

①
 

が
ん

 
医

療
 

②
 

周
産

期
 

医
療

 

③
 

救
急

 
医

療
 

✓
大

阪
府

が
ん

診
療

拠
点

病
院

の
機

能
維

持
 

✓
高

度
が

ん
治

療
の

提
供

 
✓

外
来

化
学

療
法

の
強

化
 

✓
入

院
化

学
療

法
の

提
供

を
継

続
 

２
.当

院
の

概
要

 

■
診

療
科

目
 

内
科

、
循

環
器

内
科

、
消

化
器

内
科

、
消

化
器

外
科

、
呼

吸
器

内
科

、
呼

吸
器

外
科

、
糖

尿
病

・
内

分
泌

内
科

、
乳

腺
・

内
分

泌
外

科
、

腎
臓

内
科

、
泌

尿
器

科
、

血
液

内
科

、
脳

神
経

内
科

、
小

児
科

、
産

婦
人

科
、

外
科

、
整

形
外

科
、

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
科

、
耳

鼻
い

ん
こ

う
科

、
眼

科
、

皮
膚

科
、

形
成

外
科

、
麻

酔
科

、
歯

科
、

歯
科

口
腔

外
科

、
放

射
線

科
、

放
射

線
治

療
科

、
病

理
診

断
科

、
脳

神
経

外
科

 
 ■

病
床

数
 

高
度

急
性

期
9
9

床
（

う
ち

IC
U

 4
床

）、
急

性
期

2
6
5

床
 

 ３
.現

状
分

析
 

【
将

来
的

な
人

口
の

推
移

・
将

来
的

な
患

者
数

の
見

込
み

】
 

・
2
0
4
5

年
に

向
け

て
人

口
は

減
少

傾
向

。
高

齢
化

率
は

1
1
.5

%
上

昇
の

見
込

み
。

 
・

医
療

需
要

は
2
0
3
0

年
以

降
横

ば
い

だ
が

、
非

急
性

期
患

者
の

ニ
ー

ズ
が

増
加

。
 

         【
当

院
の

状
況

】
 

・
医

業
収

支
は

コ
ロ

ナ
の

影
響

に
よ

り
悪

化
。

 
・

コ
ロ

ナ
を

き
っ

か
け

と
し

た
病

床
稼

働
率

の
低

下
が

現
在

も
続

い
て

い
る

。
 

（
1
）

役
割

・
機

能
の

最
適

化
と

連
携

の
強

化
 

■
地

域
医

療
構

想
等

を
踏

ま
え

た
果

た
す

べ
き

役
割

・
機

能
 

・
が

ん
医

療
、

小
児

・
周

産
期

医
療

、
救

急
医

療
、

糖
尿

病
等

の
生

活
習

慣
病

、
災

害
時

医
療

に
つ

い
て

地
域

の
拠

点
病

院
と

し
て

の
役

割
を

担
う

。
 

・
病

床
数

の
見

直
し

は
行

わ
な

い
。

 
■

地
域

包
括

ケ
ア

シ
ス

テ
ム

の
構

築
に

向
け

て
果

た
す

べ
き

役
割

・
機

能
 

・
急

性
期

病
院

と
し

て
医

療
機

関
と

の
連

携
を

強
化

し
、

救
急

患
者

の
適

切
な

受
け

入
れ

及
び

長
期

入
院

者
の

退
院

支
援

等
を

推
進

。
 

■
機

能
分

化
・

連
携

強
化

 
・

病
診

連
携

・
病

病
連

携
を

推
進

す
る

こ
と

で
地

域
の

医
療

機
関

と
の

連
携

を
強

化
。

 
 （

2
）

医
師

・
看

護
師

等
の

確
保

と
働

き
方

改
革

 
■

医
師

・
看

護
師

等
の

医
療

従
事

者
の

確
保

 
・【

医
師

】
関

連
大

学
と

の
連

携
に

よ
り

、
医

師
の

採
用

を
強

化
。

 
・【

看
護

師
等

】
実

習
・

助
産

師
学

生
の

受
入

お
よ

び
採

用
説

明
会

等
を

実
施

。
 

■
医

師
の

働
き

方
改

革
へ

の
対

応
 

・
タ

ス
ク

シ
ェ

ア
・

タ
ス

ク
シ

フ
ト

や
D

X
推

進
に

よ
り

業
務

効
率

化
、

安
全

性
の

向
上

等
を

推
進

。
 

 （
3
）

経
営

形
態

の
見

直
し

 
・

病
院

事
業

管
理

者
の

権
限

に
よ

り
公

営
企

業
と

し
て

の
独

立
性

強
化

と
効

率
的

か
つ

効
果

的
な

病
院

経
営

を
実

現
で

き
る

こ
と

を
踏

ま
え

て
、

現
状

の
地

方
公

営
企

業
法

「
全

部
適

用
」

に
よ

る
経

営
形

態
を

継
続

。
 

 （
4
）

新
興

感
染

症
の

拡
大

時
等

に
備

え
た

平
時

か
ら

の
取

り
組

み
 

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
対

応
で

培
っ

た
ノ

ウ
ハ

ウ
を

活
か

し
、

新
興

感
染

症
の

拡
大

時
に

備
え

、
行

政
か

ら
の

要
請

に
応

じ
て

弾
力

的
に

ベ
ッ

ド
確

保
が

で
き

る
体

制
を

構
築

。
 

 （
5
）

施
設

・
設

備
の

最
適

化
 

■
施

設
・

設
備

の
適

正
管

理
と

整
備

費
の

抑
制

 
・

計
画

的
な

更
新

・
導

入
を

行
い

、
質

の
高

い
高

度
医

療
の

維
持

に
努

め
る

。
 

 ■
デ

ジ
タ

ル
化

へ
の

対
応

 
・

各
種

情
報

シ
ス

テ
ム

や
S
N

S
等

を
活

用
し

て
業

務
の

効
率

化
お

よ
び

患
者

へ
の

情
報

発
信

を
強

化
。

 
 （

6
）

経
営

の
効

率
化

等
 

■
主

な
医

療
機

能
等

指
標

に
係

る
目

標
値

 
・

手
術

件
数

、
分

娩
件

数
、

紹
介

率
・

逆
紹

介
率

 
■

主
な

経
営

指
標

に
係

る
目

標
値

 
・

経
常

収
支

比
率

、
入

院
患

者
数

、
入

院
診

療
単

価
、

外
来

患
者

数
、

外
来

診
療

単
価

、
病

床
利

用
率

、
職

員
給

与
費

比
率

、
材

料
費

比
率

、
等

 

4
.経

営
強

化
プ

ラ
ン

 
5
.具

体
的

な
取

り
組

み
 

✓
小

児
・

周
産

期
医

療
の

体
制

維
持

 
✓

研
修

施
設

と
し

て
の

機
能

維
持

 
✓

幅
広

い
小

児
疾

患
へ

の
対

応
 

✓
地

域
医

療
機

関
と

の
連

携
に

よ
る

 
ハ

イ
リ

ス
ク

分
娩

へ
の

対
応

 

✓
一

次
・

二
次

救
急

の
適

切
な

受
入

 
✓

救
急

患
者

に
対

す
る

ス
ム

ー
ズ

な
入

院
加

療
 

✓
救

急
患

者
の

受
入

体
制

強
化

 
✓

救
急

医
の

確
保

 

✓
市

災
害

医
療

セ
ン

タ
ー

の
役

割
維

持
 

✓
地

域
の

医
療

機
関

と
の

綿
密

な
連

携
 

✓
行

政
か

ら
の

要
請

に
応

じ
た

 
弾

力
的

な
医

療
提

供
体

制
の

確
保

 
 

6
.点

検
・

評
価

・
公

表
・

対
象

期
間

 

・
本

プ
ラ

ン
で

設
定

し
た

各
項

目
は

、
毎

年
度

進
捗

管
理

の
中

で
点

検
・

評
価

を
行

う
。

な
お

、
評

価
結

果
は

当
院

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

公
表

す
る

。
 

・
令

和
6
（

2
0
2
4
）

年
度

か
ら

令
和

9
（

2
0
2
7
）

年
度

ま
で

の
4

年
間

 

➄
 

デ
ジ

タ
ル

化
 

そ
の

他
 

✓
R

P
A

や
外

部
ツ

ー
ル

を
活

用
し

た
 

業
務

の
効

率
化

 
✓

生
活

習
慣

病
を

地
域

全
体

で
加

療
す

る
 

仕
組

み
と

考
え

方
の

発
信

 
✓

地
域

の
ニ

ー
ズ

を
考

慮
し

た
 

医
療

機
器

等
の

購
入

と
設

備
の

最
適

化
 

 



箕面市立病院 経営強化プラン概要版

1.役割・機能の最適化と連携の強化

・大阪府の病院分類の病床機能では、当院は「急性期ケア・ミックス型病院」

です。

・地域医療構想等を踏まえた当院の果たすべき役割・機能は、高度急性期医

療、救急医療、小児医療、災害医療や新興感染症に対応し、地域医療の確保

と安全で質の高い医療を提供することです。

・2025 年度及び 2027 年度の機能ごとの病床数については、次のとおりとしま

す。

〔図表 2025 年度及び 2027 年度の機能ごとの病床数〕

※2027 年度の機能ごとの病床数については、再編統合後の数値（調整中）

・地域包括ケアシステムの構築に向けて果たすべき役割・機能については、地域

医療支援病院として、医師会や歯科医師会、薬剤師会と定期的に情報交換を

行い、必要な連携を適切に実施しています。

・機能分化・連携強化については、2027 年度末の新病院の開院にあわせて、「再

編統合」により新病院を整備します。（再編統合後の病床数は圏域内の医療機

関等と調整中）

・一般会計負担の考え方については、2022 年度から政策的医療に対し、国の繰

出実績を基礎として地方財政計画をもとに算出した額を繰入れており、今後

も引き続き繰入れを行います。

2.医師・看護師等の確保と働き方改革

・医師については、救急科や脳神経外科などで医師が不足しており、今後新設

を予定している呼吸器内科、腎臓内科等の医師とともに、その確保に向け大

阪大学等との連携をより強化します。看護師については、産休・育休などの

代替職員が不足していますが、多様な雇用形態により人員の確保に努めま

す。

・臨床研修医の受入れ等を通じた若手医師の確保については、ER 研修など特徴

のある研修プログラムの実施により毎年 6名が集まるなど後期研修医の確保

にもつながっており、引き続き研修プログラムの充実に努めます。

・医師の働き方改革への対応については、A水準を基本としていますが、一部

の診療科について B水準で申請し、タスクシフトやカンファレンス等の勤務

時間内開催などにより労働時間の短縮に努めます。

高度急性期 急性期 回復期 慢性期 合計

2025 年度時点の病床数 93 174 50 - 317

プラン最終年度（2027 年度）に

おける病床数※ 93 297 - 390

2023 年 12 月 12 日

病院連絡会 資料



3.経営形態の見直し

・経営形態の見直しとして、指定管理者制度を採用します。

・指定管理者については、公募の結果、医療法人協和会を候補者として選定し

ました。今後市議会での指定の議決を得た後、2025 年 4 月 1 日に指定管理者

制度に移行する予定です。

4.新興感染症の感染拡大時等に備えた平時からの取組

・本年度中に大阪府と感染症対応に係る医療措置協定を締結する予定です。ま

た、大阪大学との連携のもと、感染症内科の新設や、新病院では、病室の全

室個室化、救急車両・患者動線の分離等を図ります。

5.施設・設備の最適化

・2027 年度末に開院をめざす新病院の建設にあたっては、CM（コンストラクシ

ョンマネジメント）業者の支援を受け、コスト削減も見込まれる「基本設計

からの DB（デザインビルド）方式」により整備します。

・デジタル化への対応については、新病院に向けて、例えば Tele-ICU（遠隔集

中治療支援）や遠隔読影などの遠隔技術を用いた医療支援、キャッシュレス

決済やデジタルサイネージでの診療案内等による患者の利便性向上など、病

院での DX について検討していきます。

6.経営の効率化等

・経営指標および経常収支比率・修正医業収支比率に係る数値目標について

は、2024 年度までは市直営で運営することから、医師不足など十分な診療体

制が確保できない見込みであり、各指数の改善は困難な状況です。結果、経

常収支も赤字が継続する見込みです。

・2025 年 4 月から指定管理者制度を導入し、民間的経営手法により病院経営の

効率化及び市病院事業会計の健全化を図ります。



市
立

吹
田

市
民

病
院

　
公

立
病

院
経

営
強

化
プ

ラ
ン

（
案

）
に

つ
い

て
（
第

 3
期

 中
 期

 計
 画

 の
概

 要
）
　

　
　

１
　

大
阪

府
地

域
医

療
構

想
を

踏
ま

え
て

果
た

す
べ

き
役

割
３

　
安

心
安

全
で

患
者

満
足

度
の

高
い

医
療

の
提

供
（１

）安
心

安
全

な
医

療
の

提
供

２
　

働
き

や
す

い
職

場
環

境
の

整
備

（１
）大

阪
府

地
域

医
療

構
想

の
概

要
（２

）チ
ー

ム
医

療
の

充
実

  
 

（１
）働

き
方

改
革

の
推

進
・ 

豊
能

構
想

区
域

に
お

け
る

20
25

年
の

必
要

病
床

数
を

（３
）コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
の

徹
底

（２
）人

材
の

確
保

・養
成

　
踏

ま
え

た
病

床
機

能
の

分
化

及
び

連
携

推
進

（４
）患

者
サ

ー
ビ

ス
の

向
上

・働
き

や
す

い
職

場
環

境
づ

く
り

・ 
今

後
増

加
が

見
込

ま
れ

る
在

宅
医

療
等

の
医

療
需

要
へ

<看
護

師
等

離
職

率
>

　
の

対
応

（地
域

包
括

ケ
ア

シ
ス

テ
ム

へ
の

貢
献

）
４

　
吹

田
市

の
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
の

構
築

に
・安

定
し

た
病

院
運

営
に

資
す

る
た

め

　
　

　
　

　
　

貢
献

す
る

地
域

完
結

型
医

療
の

体
制

づ
く
り

の
専

門
性

の
高

い
人

材
確

保
・
育

成
（２

）当
院

が
果

た
す

べ
き

役
割

（１
）地

域
の

医
療

機
関

と
の

機
能

分
担

・連
携

・医
療

従
事

者
の

質
の

向
上

◎
地

域
の

診
療

所
や

民
間

病
院

等
で

は
対

応
で

き
な

い
◎

紹
介

、
逆

紹
介

の
徹

底
及

び
在

宅
医

療
の

支
援

（３
）人

事
給

与
制

度
　

入
院

・手
術

を
中

心
と

し
た

医
療

を
提

供
○

か
か

り
つ

け
医

定
着

に
関

す
る

啓
発

◎
総

合
病

院
と

し
て

多
様

な
医

療
需

要
へ

の
対

応
<紹

介
・逆

紹
介

件
数

お
よ

び
率

、
地

域
連

携
パ

ス
件

数
>

○
不

足
す

る
病

床
機

能
へ

の
対

応
（２

）在
宅

医
療

の
充

実
に

向
け

た
支

援
○

在
宅

医
療

へ
の

支
援

◎
入

院
早

期
か

ら
の

退
院

支
援

１
　

経
営

基
盤

の
確

立
○

在
宅

療
養

者
の

急
変

時
の

受
入

れ
<経

常
収

支
比

率
、

医
業

収
支

比
率

>

２
　

市
立

病
院

と
し

て
担

う
べ

き
医

療
○

地
域

医
療

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
連

携
強

化
２

　
収

益
の

確
保

と
費

用
の

節
減

（１
）総

論
（３

）地
域

医
療

へ
の

貢
献

等
（１

）収
益

の
確

保
◎

総
合

病
院

と
し

て
、

地
域

の
医

療
機

関
だ

け
で

は
対

応
が

○
地

域
の

医
療

従
事

者
へ

の
支

援
・救

急
患

者
、

紹
介

患
者

の
確

保
　

困
難

な
症

例
に

対
し

、
医

療
を

提
供

す
る

。
<地

域
の

医
療

従
事

者
へ

向
け

た
研

修
会

の
開

催
件

数
お

よ
び

・施
設

基
準

の
取

得
◎

高
齢

化
に

伴
い

今
後

増
加

が
想

定
さ

れ
る

、
が

ん
、

整
形

　
参

加
者

数
、

施
設

や
設

備
の

共
同

利
用

件
数

>
・未

収
金

の
発

生
予

防
・
早

期
回

収
　

外
科

及
び

呼
吸

器
系

疾
患

に
重

点
的

に
取

り
組

む
（４

）福
祉

保
健

施
策

へ
の

協
力

・連
携

<病
床

利
用

率
、

入
院

外
来

患
者

数
○

政
策

医
療

に
つ

い
て

も
、

他
の

医
療

機
関

と
の

機
能

分
担

・
　

お
よ

び
診

療
単

価
、

新
入

院
患

者
数

、
　

連
携

の
下

、
市

立
病

院
の

役
割

を
果

た
す

５
　

健
都

に
お

け
る

総
合

病
院

と
し

て
の

役
割

  
手

術
件

数
>

（２
）救

急
医

療
（１

）国
立

循
環

器
病

研
究

セ
ン

タ
ー

と
の

機
能

分
担

・連
携

（２
）費

用
の

節
減

<時
間

外
救

急
車

搬
送

受
入

率
、

(時
間

内
・外

)救
急

車
◎

診
療

に
お

け
る

連
携

<給
与

費
比

率
、

経
費

比
率

、
材

料
費

比
率

　
搬

送
受

入
件

数
>

　
・高

度
急

性
期

を
脱

し
た

患
者

を
当

院
で

受
け

入
れ

る
　

平
均

時
間

外
労

働
時

間
数

（
全

職
員

）
>

（３
）小

児
医

療
・周

産
期

医
療

　
・複

合
的

な
疾

患
を

有
す

る
患

者
へ

の
円

滑
な

対
応

（４
）災

害
医

療
　

・診
療

内
容

の
棲

み
分

け
を

行
い

連
携

を
図

る
（５

）感
染

症
医

療
　

・ﾘ
ﾊ

ﾋ
ﾞﾘ

ﾃ
ｰ

ｼ
ｮﾝ

に
お

け
る

連
携

・機
能

分
担

（６
）が

ん
医

療
○

そ
の

他
の

連
携

(共
同

研
究

、
機

器
の

共
同

利
用

等
)

１
　

情
報

の
提

供
<が

ん
入

院
患

者
件

数
、

外
来

化
学

療
法

件
数

、
○

連
携

体
制

の
周

知
・広

報
誌

や
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
の

充
実

放
射

線
治

療
患

者
数

、
が

ん
手

術
件

数
、

（２
）他

の
健

都
内

事
業

者
等

と
の

連
携

し
た

予
防

医
療

等
・市

民
公

開
講

座
な

ど
の

実
施

が
ん

診
療

地
域

連
携

パ
ス

実
施

件
数

>
に

関
す

る
取

組
２

　
環

境
に

配
慮

し
た

病
院

運
営

（７
）リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

医
療

・環
境

に
配

慮
し

た
病

院
設

備
の

活
用

<回
復

期
リ

ハ
病

棟
の

病
床

利
用

率
お

よ
び

在
宅

復
帰

率
>

（８
）難

病
に

関
す

る
医

療

１
　

効
果

的
・
効

率
的

な
業

務
運

営

第
６

　
予

算
、

収
支

計
画

及
び

資
金

計
画

　
以

下
省

略

第
２

市
民

に
対

し
て

提
供

す
る

サ
ー

ビ
ス

そ
の

他
の

業
務

の
質

の
向

上
第

３
業

務
運

営
の

改
善

及
び

効
率

化

第
４

財
務

内
容

の
改

善

第
５

そ
の

他
業

務
運

営
に

係
る

事
項

第
1

中
期

計
画

の
期

間
令

和
4
年
4
月
1
日

か
ら

令
和
8年

3
月
3
1
日

ま
で

の
4
年

間
※

表
中

の
＜

＞
内

は
目

標
指

標
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